
番 外 地

　　ヘンな回路だ、と思い続けて十数年。
　　作ってみたら意外と使えるコンプファズ。
　　謎解きにも挑戦しつつ実用機材に仕上げてみました。

Elektro Compressor



Elektro Compressor
ネット空間に息を潜める謎の回路図。
卵を割ってみると……
鬼が出るか蛇が出るかと思ったら、
意外と使えそうなエフェクタでした。
人も回路も外見で判断しちゃだめですね。
ま、ときには当たりますけど。

番外地４丁目無番地

　十年以上前から気になっていた回路。ネット空間の回路図集など
にチラホラ入っている Electro Compuressor だ。コピー製作した
話は聞こえてこない。それに Elektro というメーカー、いくら探し
てもみつからない。エレクトロのクが K なのだ。ドイツ語？
　名称の謎が半分解けたのは去年。どうやら Elektro Magazine と
いう自作雑誌（英語）があって、そこに掲載された楽器用コンプレッ
サらしい。元記事を探したが、どの号に載っていたのかついにわか
らず。それでも出身地だけはわかった。いよいよ作らんといかんなぁ。
ここに論理の飛躍があるのは自覚している。
　回路図だけ眺めていて、試作を十年も放り出していたのにはわけ
がある。第一印象が「音悪そう」だったからだ。オペアンプに 064
を使うと、あくまでも私の主観では「音は二の次」、あるいは「安物」
のイメージがある。324 なら「高域はあきらめてます」の覚悟が見
えるが、064 や 074 を使われると、どうも「音なんか気にしてません」
みたいな無邪気さを感じてしまうのだ。これは過去の経験で、納得
できない音質の機材のほとんどに TL の FET 石が使われていたこと
による刷り込まれ。私が使う TL 石は 022 だけだ。
　さらに、回路設計者の意図がわからないからでもあった。信号系
のオペアンプは普通の 9V 機材のように 1/2Vcc のバイアスを基点
に動いているのに、何故か電源は± 9V。負電圧が要る理由がわから
ない。さらにさらに、オペアンプ回路と思いきや、実はサイドチェー
ンはトリッキーなディスクリ。う～ん、回路のパートごとには理解
できるけれど、全体を通すとワケわからん。今まで、ワケわからん
回路を作って真面目に動いた例は少ない。そんなこんなで放置して
いたのだ。
　ところが昨今、パワーアンプばっかり作って少し飽きた。目先を
変えるのと小休止を兼ねて、長年の謎に挑んでみようと、半分洒落
のつもりでこのコンプに手を出してみた。そしたらどうよ、小型コ
ンプにしては目を見張る性能。特に「A」のモードでは、音はほと
んど（全然？）変わらず、ピークだけきれいに抑える。こりゃベー
スのチョッパーには最適なコンプだ。これがあればスピーカは飛ば
ず、録音でもピークを気にしなくて済む。

■ ワケわからん回路は作る ■
　図１が回路。下側の電源部は私が追加したものでオリジナルには
無い。オリジナルは電池（006P × 2）仕様だったと思われる。だ
からコピーするなら電源部は作らずに電池で動かしてもいい。それ
ほど電流を食わないから電池でも充分動く。
　まずパーツの説明から。オリジナル回路のオペアンプは TL064。
FET 入力で高入力インピーダンス、低消費電流のクアッドだ。しか
し回路を見る限り、そんなに高い入力インピーダンスを要する箇所
はなさそう。消費電流も特に問題にすべきではない。それに大体ウ
チには 06 シリーズなど無いので、まず 082 で試した。後に 072
に置き換えても何も変わらなかったので、今は 072 を差している。
つまりどんなオペアンでも使えそう。4558 でもいいだろう。
　オリジナルのトランジスタは BC550C という hfe が 500 もある
NPN。これまた、どう見てもオーバースペック。普通の 2SC1815
で間に合う（BC550C は非常に安く手に入るが、ピン配置が違うの
で注意）。hfeが気になる人は、1815のBLかGRランクでいいだろう。
私は Y ランクを使い、問題なく動いている。
　ゲルマニュームダイオードは AA119 というもの。スペックを調
べると絵に描いたような汎用品。1N34、1N60、OA90 などで充分
に代役は務まる。もしかすると代用品の方が優秀かもしれない。
　あとのパーツはエフェクタでよく使うものばかりだ。フロントパ
ネルに付いているスイッチはセンターでも止まるタイプ。これだけ
が少し珍しいかもしれない。カタログなどでは ON-OFF-ON と表示
されている。
　電源部は基板直付けトランスの HP-095 から安定化した± 9V を
取り出している。安定化は三端子。今回の基板ではスペースの制約
から 100mA 出力の L タイプしか使えない……のだが、負電圧側の
79L09 がレッドリスト級の存亡危機に陥っていると知った。国内
メーカーはとっくにディスコンだし、あったとしてもチップ型。ま
ともな 79L09 は、現在のところ通販では共立しか扱っていない。
　電解コンデンサの耐圧は電源基板も含めてすべて 16V で OK。信
号系に入る 104（0.1u）にはマイラを、電源関係には積層セラミッ
クを使う。これは写真を見てもらえばわかるはず。全体として、入
手難のパーツは 79L09 だけだ。その他は簡単に手に入る。

図 1  回路図

■ パーツと回路 ■

　回路は、ごく大雑把に言って、図の上側のオペアンプのラインが
信号系、下側のトランジスタ周りが制御系になる。するとゲインセ
ルはダイオードブリッジなの？ このブリッジで何してるの？ とい
うシンプルな疑問から私の混乱は始まった。ま、それは置いといて、
簡単にわかる部分の説明から。
　A1 のヘッドアンプはエフェクタでお約束の GAIN 可変。ゲインは
SW で三段階に切り替えられ、A の位置で約 3 倍、B だと 222 倍、
C では 112 倍になる。
　A2 はゲイン１の反転増幅。出力には A1 出力と同じものが、波形
の上下が反対になって（位相が反転して）出てくる。そして、この
回路のオペアンプ出力はすべて 1/2Vcc、つまり +4.5V を中心に振
れている。これが要点その 1 だ。
　A1 と A2 の出力は謎のダイオードブリッジで何かの細工をされた
後、A3 の差動増幅アンプに入る。差動アンプとは、加わったふた
つの信号の差を出力するもの。一般的には単に引き算する回路だが、
ここでは違う。A1 出力と A2 出力に対するゲインが違うのだ。A1
からの信号は約 4 倍になって出力に現れ、A2 からの信号は約 9 倍
になって（同時に位相が反転して）A3 の出力に出てくる。ほら、も
う頭痛くならない？ つまり A1 出力の位相反転した 5 倍のレベルの
信号が出てくることになる……のだが、それはダイオードブリッジ
を無視しての話。実際はさらにややこしいのだが、ちょっとパス。
先に進もう。
　A3 の出力は謎のトランジスタ Q2 をドライブすると同時に A4 に
入る。A4 は A2 と同じ定数でゲイン 1 の反転アンプだ。そして A4
もまた Q3 のベースに信号を供給すると同時に、この機材の出力に
なる。ほら、充分面倒でしょ？

　BとCのモードではかなり盛大に歪む。回路図から見る限りBモー
ドが一番歪みそうだがそういうわけでもなく、リリースタイムの違
いが効いてきて、C ではサステナーのようになる。この 2 モードは
ギター向きだろう。
　どのモードにも共通して素晴らしいのは、アタックの不自然さが
まるっきり無いこと。こんなコンプは初めてだ。やはりオリジナル
の製作記事を読んでみたくなった。
　A と B&C という性格がまったく違うコンプが共存しているため、
この機材、逆にアピールしなかったのかもしれない。それなら不幸
なことだ。どういう使い方をしても即戦力になりえるのに。
　そんな優秀なコンプが番外地送りになったのは、ひとつに私の設
計ではなく、改良した知恵も入っていないから。でもこれはたいし
た理由ではない。これまでも、その程度のオリジナリティしかない
機材を私の名前で図々しく発表してきたではないか。実のところ、
私がこの回路の働きを最後の最後で理解していないから気が引ける
のだ。どうも完全にはわからない。作って、各所の電圧変化や波形
を眺めても、推論にまでしか至らない。もしかして、回路考えたの
はグレッグ師かなぁ。それなら当然だけど。
　とはいえ、親はなくても子は育つ。理解していなくても機材は動
く。面白い回路で効果も独特。実用に良し、回路詮索にも良しだから、
お暇な方はぜひともコピーを。そして、最後のほうに書く各種グレー
ドアップもできそう。自作の土台には最適な機材かもしれない。

無愛想なリアパネル。
パワー SW と AC ケーブルだけ。



　コンプ、エキスパンダといった D レンジを操作するエフェクタの
構成はほぼ決まっている。機材の入力（または出力）信号レベルを
検知し、それを電圧（電流）に変換して、なんらかの可変抵抗また
は可変ゲインアンプに加えて出力が一定に近く（コンプレス）した
り極端な変化に（エキスパンド）したり、といったあたりだ。
　信号レベルを検知して電圧または電流に換えるブロックはサイド
チェーンと呼ばれる。そして可変抵抗か可変ゲインアンプをゲイン
セルという。NE(SE)570 などはサイドチェーンの主要部分とゲイン
セルがコンパクトに収まった IC だ。
　この回路のサイドチェーンは上の図２。ちょっと独特の形式だか
ら最初は戸惑った。お決まりの整流用ダイオードが無いのがアタマ
が混乱した第一要因。でも、ググっと睨めば大体わかる。
　まず信号レベルの検出は、A3 の出力と A4 の出力をそれぞれ Q2
と Q3 のベースに加え、トランジスタをオンして I1 と I2 の電流を
流す。簡単に言えば信号の大きさに従って（必ずしも比例ではない）
緑のラインに電流が流れ込みラインの電圧を上げる。A3 と A4 は同
じ波形で逆相の信号を出すので I1 と I2 は交互に流れる。結局緑の
ラインの電圧 V1 は、無信号時には 0V、最大信号時には +0.85V に
なる（実測値）。V1 が一定程度（約 +0.6V）まで上がると Q4 がオ
ンして LED が点灯しコンプ動作を示す。ここまではいいかな？
　V1 は 1k の抵抗を通ってオレンジのラインに伝わる。ここにはコ
ンデンサがあり、やってきた電圧で充電される。ただし、いきなり
ドバッと充電ではなく、1k の抵抗が電流を制限しているから、フル
充電には少し時間がかかる。この時間が結局このコンプのアタック
タイムだ。
　オレンジのラインの電圧 V2 は、即ちコンデンサにチャージされ
た電圧だ。V1と同じ0～+0.85Vに変化する。この電圧はQ1のベー
スに直球で飛び込む。Q1 はエミッタフォロワなのでベースと同じ
電圧がエミッタにも出てくることになってはいるけれど、実際はベー
ス・コレクタ間には 0.6V 程度の電圧が必要で、それを差し引いた
電圧がエミッタに現れる。結局エミッタの電圧 V3 は無信号時には
０Ｖ、最大信号時は 0.3 Ｖになる。これが 120 Ωの抵抗を介して謎
のダイオードブリッジに加わるのだが、それはちょっと置いておく。
　もう一度図２を見てほしい。V1・V2 のラインのどこにもダイオー
ドが無い。普通は 1k の箇所にダイオードが直列に入って（V1 側が

図２  サイドチェーン

■ 謎の ( 半分を ) 解明 ■ アノード）、V1 で得た電圧を一方通行で V2 に伝え、それを 2u2 に
溜め込む。サイドチェーンとは「そういうものだ」と思い込んでい
たことが失敗その一。よく見るとこの回路にダイオードは要らない
ことがわかる。I1 と I2 で持ち上げられた V1 の電圧は、そもそも
どこにも逃げ場が無いのだ。流れ出すのは Q1・Q4 のベース電流と
コンデンサにパラに入っている 1M のみ。ベース電流はごく些細な
もので石によってバラつくから計算には入らない。とすると V1 の
電圧を低下させる要素は 1M だけだ。もちろん Q2・Q3 での電流の
逆流はあり得ない。だからここにダイオードは要らない。と、わかっ
た途端、少し気が楽になった。解析できるかもしれない。
　これがわかればサイドチェーンは簡単で、コンデンサの放電電流
を SW で抵抗を変えて切り替え、リリースタイムにしている。B の
位置が一番長い。次いで C、A の順になる。A は 10k だから、ほぼ
瞬時に放電すると思っていいだろう。リリースに対してアタックタ
イムは、先にも書いたが 1k に固定されている。これが使いやすさ
の原因かもしれない。
　ちょっと置いといたダイオードブリッジに戻ろう。前ページ回路
図の A2 と A3 の間にあるゲルマのブリッジだ。これ、何してるか
わかる？ ごく常識的なアタマでは、A1・A2 からの正相・逆相の信

図３  ゲインセル？周辺

号を全波整流して直流電圧に換えているようにしか見えない。私も
そう思い込んだ。それが失敗その二になる。それにしても整流後の
正電圧はアースに落としてるし、負電圧側はなんとトランジスタの
エミッタにつながって、エミッタ電位を揺すっている？ なんだこ
れッ！
　と勝手に解釈していたからいけなかった。正解は多分図３だろう。
図１でブリッジのように描いてあるから人心を惑わせるのだ。コト
の本質は D2a・b によるダイオードクリッパ（ファズですね）と
D1a・b からの電圧供給。そう考えれば納得が行く。さらに図３で
ピンクと青で描いたラインは目茶ハイインピーダンス。どちらも両
端を C1 と C2 に挟まれ、アース・電源とは電位の相互関係が無い。
ちょっと触れば触ったものと同じ電位に動く状態だ。サイドチェー
ンの緑・オレンジのラインも 1M という高抵抗でしかアースとつ
ながっていなかった。発想は同じ。設計者はよほどこの手が好きな
んだろう。
　さてここからがファイナルステージ。図３のピンクと青のライン
では、信号は Q1 から供給される電圧 V3 に載っている。通常のバ
イアス 1/2Vcc は関係ない。V3 を中心に上下に揺れるのだ。そし
てアースから +0.3V 以上の部分は D2a・b でファズのようにカッ
トされる。なるほど、と感心してはいけない。ここにもまたトラッ
プがある。
　ゲルマニュームダイオードの正方向電圧は約 0.3V。V3 の変化
は 0V ～ 0.3V。ん？ 最大の 0.3V でも正方向電圧に達しないから
伝わらないじゃん。いえいえ、ピンク・青のラインは直流電位が「未
定」というか「わからない」というか、とにかく決まっていない。
決まっていない電圧に対して「0.3V 高い」もないのだ。だから
V3 は伝わる。これはミレニアムバイパスに使う FET のゲートと同
じ状態と思えばいい。結果としてピンク・青のラインの直流電位は
V3 に依存して 0 ～ +0.3V で動く。通過する信号レベルが小さけ
れば V3 は 0V 界隈だから信号はほぼ 0V を中心に揺れる。信号が
大きいと V3 は +0.3V の最大になり、信号の中心電圧も +0.3V ま
で上がる。
　一方 D2a・b のカソードはしっかりアース (0V）。だから 0V に
対して 0.3V 以上高い信号はどんどんアースに流してしまう。信号
レベルが小さいときは、振幅の中心はほぼ 0V だし、D2a・b でス
ライスされるレベルにも達しないので、波形は壊れずに通過する。
信号レベルが大きくなると、……、はて、いかに想像力を駆使して
も頭の中のオシロに絵が浮かばない。信号レベルが大きくなるにつ
れて、一体どんな現象が起きるのだろう。実際に入力レベルを大き
くしながら波形を観測すれば「結果」だけはわかる。でもそれじゃ「わ
かった」ことにはならない。だから敢えて入力レベルを変化させて
の観測は行なっていない。頭の中に絵が浮かんでひとつの仮説が成
立したら、そのときに実証実験するつもりでいる。これはクイズだ。
　と、私の趣味の実験に付き合わせるのも申し訳ないから、最終結
果の一例だけ描いておこう。図３の上下は信号レベルがかなり大き
な 1kHz サイン波で、V3 が +0.3V になったときのピンク・青ラ
インでの波形。波形の平坦部分は必ずしも 0V ではない。どうして
こうなるのッ？ ね、謎でしょ？ このふたつの波形が A3 で差動増
幅される。A3 出力がどんな波形になるのか、といえば、入力信号
レベルが大きいと矩形波になるけれど、入力レベルによってかなり
変化する。ギターを入れてみると、わりとタチの良いファズ（SW
が B か C のとき）だ。
　もうおわかりと思うが、この機材はコンプといっても簡略型だ。
マジなコンプは小信号時にはアンプのゲインを上げて出力をある

■ 製　作 ■

　親はなくても子は育つ。リクツがわからなくても機材は作れる。
全部わかってないと作れないなら、ノーベル賞級の学者でも、小さ
なファズ 1 台完成させられない（ハンダ付けができないから、でも
ある）。今の物理学で電気のすべてを説明しきれないから。根本まで
考えたら手も足も出なくなる。その点我々は能天気に機材を作れる。
基板パターンの上を電子が光速移動しているなんて、いつも考えて
るわけじゃないからね。
　図４が原寸パターン（300dpi）。サイズは長辺がどちらも 3 イン
チ（76 ミリ）、信号基板の短辺は 2 インチ（51 ミリ）、電源基板は 1.2
インチ（31 ミリ）。最初のほうでも書いたように、電池駆動なら電
源基板は要らない。でもこの電源基板、フューズも載っていてコン
パクトにまとまっている。±９V で消費電流が± 35mA 以下の機材
には万能に使える。HP-095 と同サイズのトランスなら電圧が違っ
ても大丈夫（あくまで基板単体の話。三端子や電解は替えること）。
たとえば HP-153 と 78L15・79L15 を使えば± 15V、± 21mA
の電源になる（このときコンデンサの耐圧は 25V）。
　全部手描きでいける。基板周囲のパターンはアースだから、なる
べく太く、基板の端まで塗ってしまって構わない。特に電源基板は
トランスの底面にあたる部分すべてをアースで塗りつぶしたい。た
だ、ビス穴をアースから切り離すこと。ケースへのアースは入力端
子一箇所で落としたいからだ。
　

図４  基板パターン（原寸）

程度大きくし、逆に既定以上の信号レベルが来るとゲインを下げて
出力レベルを抑制する。そうやって出力信号の D レンジを圧縮して
いる。このエレクトロコンプはアンプのゲインは変えない。小信号
時にも特別な動作はしない。信号が大きくなったときだけダイオー
ドクリッパでピークをカットするだけ。それじゃファズじゃん。ま、
そうとも言える。しかしある種のコンプでもある。それがどういう
音か、製品化されていないので作って聴いてもらうしかない。



　ごく標準的なオペアンプ 2 個の基板だ。ジャンパは 5
箇所ある。トランジスタの方向は図の通りなら OK。念の
ためにベース側の足を小さな「B」で示した。コンデンサ
の近くに「C」とあったらセラミックか積層セラミック、
その他はマイラだ。電解の耐圧はすべて 16V 以上で有極
性。ゲルマダイオードは図の向きに。逆だと動くことには
動くけれど正しいエフェクトにはならない。
　目ざとい人がいるはずなので事前に書いておくと、下の
写真と基板レイアウト図では２箇所違う。まず 2u2 の近
くのトランジスタの向きだ。写真の基板では電解とトラン
ジスタが急接近し、まあ大丈夫ではあるものの、少し離れ
るようにパターンを直した。それと、左側の IC の左下に
ある 2 個の 104 を、これも近すぎるので離してみた。改
訂版のほうが絶対に作りやすい。図５を信じよう。
　このほか、6k8 は 10k に置き換えても構わないよ、と
か、コマゴマあるけれど、とりあえずレイアウト図の通り
に作ってもらえれば動くはず（間違ってたら動かない）。
　電源基板はブリッジから先を切り離して単体で使っても
も構わない。パターンをよく見れば簡単に切り離せる。
　整流用ブリッジには、今では標準となりつつある DIP
型を使った。もう W02 の時代ではないのかもしれない。
W02 とはピンの順番が違うので置き換えは面倒。今回は
低電圧・小電流なので DIP 型なら何でも使える。平滑コ
ンは 470u16V。これでも充分に大容量だ。100u でもい
いくらい。
　基板を小さくしたため、三端子には 100mA タイプし
か使えなくなった。78L09 と 79L09 だ。平らな面が向
かい合うように取り付ける。こういった小電流の三端子は、
もしかするとあと数年で消えるかもしれない。表面実装用
の米粒みたいなパッケージになるのだろう。頼みの綱は中
国あたりのカストリメーカーがコピー品を生産し続けてく
れることだけ。信頼度下がるなぁ、悲しい時代だなぁ。
　基板ができたら実装。ケースはご自由に。私は押入れの
底で眠っていたJIMTECというメーカーの組み立て式ケー
スを選んだ。たしかすごく安かった憶えがある。もう売っ
ていないだろう。
　ケース内の様子は右上の写真。本当は信号系基板を左右
逆に付けるつもりでいた。でも、動作原理が少しわかった
ところで、ゲルマダイオードあたりのインピーダンスが非
常に高くなるのを知って、トランスからなるべく離したく
なった。そのためには計画とは逆に付けるしかない。別の
ケースならまた別の基板配置になっていたと思う。
　信号基板の隣に空き地がある。わざとそうした。この機
材を使ってみて付加回路や追加回路がいると感じたら、こ
こに組み込むつもりだ。電源の電流供給能力が限られてい
るため、大きくてもオペアンプ 3 個くらいまでの回路し
か増設できない。それにしても地面に空きがあるのは、我
が家の庭にしてもケースにしても精神衛生上非常によろし
い、と引っ越してつくづく感じている。
　ケース内結線の詳細は右ページの図５。スナップ SW
への結線は、2 つのユニットで A と C の方向を合わせる。
逆だとどんなエフェクトになるのか想像するのも怖い。描
き忘れたが、電源に入る 100V には、当然パワースイッ
チが入る。

図５  パーツレイアウト

図５  ケース内結線図

　まずは現設計のまま鳴らしてみよう。A モードではベースのチョッパーやスラッ
プも怖くない。B・C はファズ＆サステナーだ。音のリリース部分でもきれいにか
かり続ける。ヴォーカルにかけるとどうなるか？ 興味があれば試してみよう。

　設計が古いので今風のエフェクタに比べて電気的な考慮が少し甘い。それをフォ
ローしてみよう。まず入力インピーダンスの最適化だ。図６の定数に変えたらどう
だろう。220k とは半端な数字。どうせ FET 入力オペアンプなのだから、ギター・
ベースなら 1M にしてしまえばいい。ケーブルで拾うノイズには少し弱くなる。
　ライン入力で使うなら 220k を 10k ～ 47k に小さくする。同時に 104 を 10u
に替えてもいい。オペアンプ側がプラス極。こうすると入力から直列に入っている
10k とで信号が分圧されて減衰する。でもライン信号は普通は大きいので好都合
かもしれない。それがいやなら 10k を 1k にして、同時に 221 を 222 にする。
　出力側にも問題はある。VR から直出しというのはまさにビンテージエフェクタ。
少し近代的にするなら何らかのバッファを入れたい。オペアンプのヴォルテージ
フォロワでもいいけれど FET1 石でも充分に効く。図６下の回路だ。3 センチ角く
らいの基板で収まるはず。FET にはほぼ何でも使える。2SK30A が安くていいだ
ろう。ランクは問わない。これならミキシング卓にも躊躇なく送れる。
　グレードアップではないけれど、TL の FET 石を 4558 などのト
ランジスタ入力の石に差し替えてもいい。回路図から見る限り差し
替えは可能だ。それでどんな音になるか、それを気に入るかはどう
か個人の趣味による。

図６  常識的グレードアップ

■常識的グレードアップ



■冒険的グレードアップ

　自作機材の良いところは、どうカスタマイズしても文句を言われ
ないこと。最初からメーカー保証など無いのだから当たり前だ。「勝
手に変えたら壊れるだろう」と心配するのはわかる。でも壊れたら
もう 1 台作ればいい。違いますか？
　この回路はいじり甲斐がある。ツボを心得て定数を変えれば何か
が起こるはず。使える音になるか、気に入らないかは個人の判断だ。
とにかくやってみなくちゃ始まらない。

▼リリースタイムを変える
　水色で囲んだ 2u2 でアタックタイムとリリースタイムが変わる。
2u2 を大きくすれば時間は長くなり、小さくすれば短くなる。アタッ
クは電流制限抵抗が 1k 固定なので、2u2 をあまり大きくするとト
ロいアタックになって使えないだろう。ま、それが好きならいいけ
れど。まず最初に遊ぶのは 2u2 を増減することかもしれない。
　リリースタイムは赤で囲んだ下のほうの SW につながる 10k と
470k で決まる。何もつながっていない B の位置では、2u2 とパラ
に入った 1M（これは常に SW につながった抵抗とパラになる）だ
けがコンデンサを放電させてリリースタイムを決めている。
　つまり、2u2 にどんな値の抵抗をパラにするかでリリースが決
まるのだ。となると、1M を 10M にしてみたくならない？ ここの
SW を VR に替えて連続可変にしてみたくならない？ やってみるな
ら 1M の VR と SW（VR を切り離すため）1 個でいいだろう。どう
なるかは知らない。でも、壊れることはない。

▼ゲインを変える
　現在の回路では、ゲインとリリースタイムが組になって動いてい
る。アンプA1のゲインが3倍のときリリースは10kの抵抗と決まっ
ている。ゲイン 222 倍なら 1M、ゲイン 112 倍では 330k（1M と
470k のパラ）。これを個別に動かせるのもいいかもしれない。単に
3p（中点でストップ）SW を 2 個にすればいいだけ。
　もっと進めて、上の丸の中の SW を VR に置き換えてもいい。
250k の VR と SW1 個（VR を切り離すため）。発振するかもしれ
ないけれど壊れはしない。
　ベースで使う人は、用途によってはゲインを下げたいかもしれな
い。そんなときはオレンジ色で囲んだ 2 個の 1k を両方とも 10k に
する。A の位置で約 2 倍、B では 24 倍、C で 13 倍になる。そのと

図６  冒険的グレードアップ

きのリリースタイムも細かく調整すれば（下のほうの赤丸の中の定
数）一番使いやすいセッティングになるはずだ。また、ベース用に
する前提として、「常識的グレードアップ」で書いた A1 の入力イン
ピーダンスを上げておいた方がいいと思う。220k を 1M にすれば
低域は通りやすくなる。
　A1 は非反転増幅オペアンプ回路だ。ネットのどこかで設計法が説
明されているだろう。詳しくはそちらで調べましょう。私の電気実
用講座にも書いてある（これは CM）。
　
▼エフェクトのかかりを薄くする
　いわゆる DEPTH の調整。これはかなり難しい。これまでの説明
で、たとえば図2と３でV3と表示した電圧の最大値を小さくすれば、
いくらかエフェクトは軽くなる。
　私が試したのは Q1 のエミッタ抵抗を 33k から 3k3 に変えてみ
たこと。V3 の変化範囲が 0 ～ +3.0V から 0 ～ +0.26V になった。
ギターを入れた B・C モードでは変化は感じられなかったけれど、A
モードでベースの場合は、チョッパーの音がより自然になったよう
な気がした。もっとも、ただの気のせいかもしれないが。
　もうひとつの緑の丸の 120 Ω。こっちはまだ試していないが、エ
フェクトを抑制するには有望だ。120 Ωから減らすのは危ない。Q1
の負荷が重くなりすぎる危険がある。ここを 120 Ω +100 Ωの VR
にしたら何かが起きるはず。最適値はわからない。もしかすると
100 Ωの VR ではなく 500 Ω VR かもしれない。この他にもあちこ
ち変えてみたい定数がたくさんある。たとえば Q2、Q3 のベースに
つながる 104 を 10u にしたらどうなるか（低域信号を敏感に検知
するようになるはず）、など。いろいろ遊べる回路なのは間違いない。

　と、いくつか改造作を書いたけれど、これらはあくまでもヒントだ。
どうなるかは一切保証しない。自分の力量の範囲で、自作の原則「自
己責任」で楽しんでほしい。質問にはお答えしません。答えちゃっ
たら自作じゃないもん。
　長年、電脳空間を人知れずさまよっていたエレクトロコンプ回路。
みんなが作ってやれば立派に成仏間違いなし。それにしても設計者
は誰なんだろう。回路図の描き方といい全体の構成といい、すごく
頭が良くてひねくれた人に違いない。あまりお友達になりたくない
タイプかもしれないが、とにかく一度会ってみたい。ハンバーガー
くらいはおごります。
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